
M-01

工事名称

工事場所

発注機関

摘　　要

検　　印

管理建築士 製　　図設　　計

工事年度

図面番号

登録番号

所 在 地

名　　称

図面名称

縮　　尺

資格者氏名 一級建築士 吉田康平

大臣登録 第376384号

浦添市勢理客3-2-24　201

設
　
計
　
者

(株)翁長設計

沖縄奄美自然環境事務所

沖縄県八重山郡竹富町竹富2350

工事場所：

工事名称：

本工事は、本特記仕様書に記載されている事項により、施工を行うものとする。

１．使用機器及び、資材等はあらかじめ監督員の承認を受けて発注する。

２．本工事に関わる官公庁への諸手続は、全て請負者の負担とする。

７．本工事の施工に際して、事前に施工図を提出し監督員の了解を得て施工に当たる。

　　責任をもって施工し、その費用も負担する。

６．本工事の完成並びに、諸法規上当然必要と認められるものは、明記なき事項でも工事請負者が、

　　全て本設計図書に記載されている物と同等品、もしくは同等品以上とする。

３．本設計図書及び特記仕様書に疑問等が生じた場合は、監督員と協議の上決定する。

Ａ. 一般事項

４．他工事との取り合いは、事前に十分な打ち合わせを行い、完全な施工に努める。

５．本工事に使用する機器及び資材等は、本設計図書、本特記仕様書によるものとし

８．外部に使用するプルＢＯＸ類及び外部に接する指示金物及び取り付けボルト、ナット 等は全てステンレス製とする。

本特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事共通仕様書

（最新年度版）機械設備工事標準図（最新年度版）に準じ、施工するものとする。

又、機械設備技術基準、その他関係諸法令、建築基準法、諸法規に基づき、完全、確実に施工する。

沖 縄 県 八 重 山 郡 武 富 町 235 0

1. 給水設備工事

工事を行う

２. 排水設備工事

３. 浄化槽設置工事

２）. 既設ポンプ室から便所への配管と既設上水管を接続し、大小便器の洗浄水を上水に切り替える

１）. 既設の便所の大小便用の洗浄水に浄化槽の排水を中水として使用しておりますが今工事にて洗浄水を上水に切替る

３）. 使用管材は耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管(HIVE）を使用する

４）. 地中埋設に当たっては保護砂及び埋設シート工事を行う

１）. 既設膜式再生処理装置への排水管を切り回した新設の浄化槽（50人槽）への排水管ルートの変更を行う

２）. 新設の浄化槽からの処理水は排水ポンプにて既設浄化槽（7人槽）の既設に放流管にて接続し、側溝へ放流する

３）. 排水管の管材は硬質ポリ塩化ビニル管(VP）を使用する。排水ポンプからの放流水用配管は

ポリエチレン管（P.P 水道用2層管.軟式.1種）を使用する

４）. 地中埋設に当たっては保護砂及び埋設シート工事を行う

１）. 合併処理浄化槽の処理能力は50人槽とする　1日当たりの処理水は10ｍ3とし、ＢＯＤは20ｍｇ/Ｌ.ＳＳは20ｍｇ/Ｌとする

機 械 設 備 特 記 仕 様 書

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事 令和7年度

機 械 設 備 特 記 仕 様 書

A1：-　A3：- 
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工事名称

工事場所

発注機関

摘　　要

検　　印

管理建築士 製　　図設　　計

工事年度

図面番号

登録番号

所 在 地

名　　称

図面名称

縮　　尺

資格者氏名 一級建築士 吉田康平

大臣登録 第376384号

浦添市勢理客3-2-24　201

設
　
計
　
者

(株)翁長設計

沖縄奄美自然環境事務所

令和7年度

沖縄県八重山郡竹富町竹富2350

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

構内給水設備平面図

A1：1/200　A3：1/400
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M-03

工事名称

工事場所

発注機関

摘　　要

検　　印

管理建築士 製　　図設　　計

工事年度

図面番号

登録番号

所 在 地

名　　称

図面名称

縮　　尺

資格者氏名 一級建築士 吉田康平

大臣登録 第376384号

浦添市勢理客3-2-24　201

設
　
計
　
者

(株)翁長設計

沖縄奄美自然環境事務所

令和7年度

沖縄県八重山郡竹富町竹富2350

令和６年度（繰越）西表石垣国立公園竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

構内排水設備図

A1：1/100　A3：1/200



M-04

工事名称

工事場所

発注機関

摘　　要

検　　印

管理建築士 製　　図設　　計

工事年度

図面番号

登録番号

所 在 地

名　　称

図面名称

縮　　尺

資格者氏名 一級建築士 吉田康平

大臣登録 第376384号

浦添市勢理客3-2-24　201

設
　
計
　
者

(株)翁長設計

沖縄奄美自然環境事務所

令和7年度

沖縄県八重山郡竹富町竹富2350

Ｍ１

記号

ブロワー ０．２５　ｋｗ

機器名称 出力 相、電圧

機器負荷仕様表

単相－１００Ｖ

電線

ＣＶ２．０－３Ｃ

電線管

ＰＦ２２

Ｍ２ 放流ポンプ　Ｎｏ．１ ０．１５　ｋｗ 単相－１００Ｖ ＣＶ２．０－３Ｃ ＰＦ２２

Ｍ３ ０．１５　ｋｗ 単相－１００Ｖ ＣＶ２．０－３Ｃ ＰＦ２２放流ポンプ　Ｎｏ．２

浄化槽エア配管及び配線平面図

合計電気容量 ０．５５　ｋｗ

Ａ１　１：３０
Ａ３　１：６０

放流ポンプ槽

合計容量 １７．４８０

０．０９９

項    目

口    径

吐出風量

台    数

吐出圧力

備　　　考

相、電圧

機器仕様表

項    目

口    径

モーター出力

台    数

備　　　考

相、電圧

吐　出　量

揚　　　　程

放流ポンプ

　　４０　Ａ

０．１００　ｍ３／分

　　３．５　ｍ

　０．１５　ｋｗ

　　単相－１００Ｖ

　　２台　（１組）

自動形・自動交互形

　　　１　台

０．２５　m ３／分

０．２５　kw

　　２０　Ａ

０．０２　ＭＰａ

ブロワー

　　単相－１００Ｖ

ダイヤフラム型

ＨＩＶＰφ２０

ブロワー

別途工事

防水コンセント（３個）

Ｍ１

（１点鎖線）　動力配線

　（実線）　　エア配管

エア管　２０Ａ

１２５Ａ

流入管

１００Ａ

臭突管

ＷＬＷＬ ＷＬ ＷＬ

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

ろ材 担体

流動槽

沈殿槽

φ４５０ φ４５０ φ６００ φ６００

Ｂ－Ｂ断面図 Ａ１　１：３０
Ａ３　１：６０ Ｃ－Ｃ断面図 Ａ１　１：３０

Ａ３　１：６０ Ｄ－Ｄ断面図 Ａ１　１：３０
Ａ３　１：６０ Ｅ－Ｅ断面図 Ａ１　１：３０

Ａ３　１：６０

Ｇ．ＬＧ．ＬＧ．Ｌ Ｇ．Ｌ Ｇ．ＬＧ．Ｌ Ｇ．Ｌ Ｇ．Ｌ

建築基準法第６８条の２６第１項の規定に基づき、同法施工令

第３５条第１項の大臣認定による分離嫌気ろ床担体流動方式

認定年月日

認定番号

認定年月日

認定番号
型式適合認定

型式認定
１０－１４Ｋ－Ｈ－００３－４

平成２６年１０月１日

型０１ＣａｄＯａ０５０３９８１

平成２２年１月１５日

項目

浄化槽容量表　（ｍ３）

消毒槽

１７．３８１

設計容量

註　　記

１．流入管・放流管・臭突管、一次側電源引込工事は別途とします。

２．浄化槽の埋め戻しは保護砂にて行い水締めを行って下さい。

３．嵩上げは合計で３０ｃｍ以内として下さい。

４．嵩上げが３０ｃｍ以上の場合は原水ポンプ槽を前置して下さい。

　　又は、二重スラブ構造や擁壁等の対策を講じて下さい。

６．外部警報及び外部警報用配線配管工事は別途とします。

５．嵩上げはオプション品です。別途ご注文お願い致します。

沈殿分離槽

総容量

嫌気ろ床槽

担体流動槽

沈殿槽

０．１１５

２．６５２

３．３４０

５．４３３

５．８４１

ＷＬ ＷＬ ＷＬ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

　流入管　

１２５Ａ

　エアー口　

　２０Ａ

沈殿分離槽 嫌気ろ床槽 担体

流動槽

沈殿槽

　臭突管　

１００Ａ

　循環返送管　

　　５０Ａ

　移流管兼清掃管　

　２００×６９０
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流動槽
沈殿槽

散気管

計量装置

エアリフトポンプ

ＷＬ

Ａ

　流入管　

φ１２５

消毒槽

消毒槽

Ｇ．Ｌ ３－φ４５０ φ６００

浄化槽構造平面図 Ａ１　１：３０
Ａ３　１：６０

Ａ－Ａ断面図 Ａ１　１：３０
Ａ３　１：６０

放流ポンプ槽

Ｇ．Ｌ

１２５Ａ

　移流管　

ブロワ基礎及び配管立ち上げ位置詳細図 Ａ１　１：１０
Ａ３　１：２０

入　　力

琉設浄化槽　ＲＳ－ＫＴ５０型

１０．０ｍ３／日

ＢＯＤ　２００ｍｇ／Ｌ

型　式

ＳＳ　１６０ｍｇ／Ｌ
流入水質

日平均汚水量

放流水質

ＣＯＤ　１００ｍｇ／Ｌ

Ｔ-Ｎ　４５ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　２０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ

Ｔ-Ｎ　２０ｍｇ／Ｌ

５０人処理対象人員

Ａ
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放流管
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現地接続
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ゴム管を切断して長さ調整
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令和６年度（繰越）西表石垣国立公園竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

A1：1/30,1/10　A3：1/60,1/20

浄化槽構造（放流ポンプ槽付）エア配管、機器図



M-05

工事名称

工事場所

発注機関

摘　　要

検　　印

管理建築士 製　　図設　　計

工事年度

図面番号

登録番号

所 在 地

名　　称

図面名称

縮　　尺

資格者氏名 一級建築士 吉田康平

大臣登録 第376384号

浦添市勢理客3-2-24　201

設
　
計
　
者

(株)翁長設計

沖縄奄美自然環境事務所

令和7年度

沖縄県八重山郡竹富町竹富2350

８－φ２５０

底盤平面図 Ａ１　１：３０
Ａ３　１：６０

捨てコンクリート

有筋コンクリート

鉄　　　　　　筋

一　般　事　項

１８．０Ｎ／ｍｍ２　スランプ１５

異形棒鋼　ＳＤ２９５Ａ

定着及継手 ４０ｄ　　ｄ：鉄筋径

鉄筋かぶり スラブ　４０　　　底盤　６０

２１．０Ｎ／ｍｍ２　スランプ１８

註　　記

１．マンホールは中荷重用（安全荷重１５００ｋｇ、Ｔ６）とします。

２．浄化槽の埋め戻しは保護砂にて行い水締めを行って下さい。

３．本施工図の許容通過車輌は３ｔトラックまでです。

Ｇ．Ｌ Ｇ．Ｌ

長辺方向断面図

スラブ平面図 Ａ１　１：３０
Ａ３　１：６０

Ａ１　１：３０
Ａ３　１：６０

フープ　Ｄ１０～＠１００　

縦筋　４－Ｄ１３

スラブ詳細図 Ａ１　１：２０
Ａ３　１：４０ 底盤詳細図

支柱詳細図
開口補強筋は全て２－Ｄ１３

開口補強詳細図

Ａ１　１：２０
Ａ３　１：４０

Ａ１　１：２０
Ａ３　１：４０

Ａ１　１：２０
Ａ３　１：４０

琉設浄化槽　ＲＳ－ＫＴ５０型

１０．０ｍ３／日

型　式

日平均汚水量

５０人処理対象人員
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巾止メ筋　Ｄ１０－＠１０００

副筋　Ｄ１３－＠２００ダブル

主筋　Ｄ１３－＠２００ダブル

巾止メ筋　Ｄ１０－＠１０００

副筋　Ｄ１３－＠２００ダブル

主筋　Ｄ１３－＠２００ダブル
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令和６年度（繰越）西表石垣国立公園竹富島博物展示施設排水設備等長寿命化改修工事

浄化槽（放流ポンプ槽付）,基礎施工図（６ｔ耐圧仕様）

A1：1/30,1/20　A3：1/60,1/40


